
「自分たちの手で、暮らしやすい地域に」～行政相談教室～  

先日、６年生を対象に恒例の「行政相談教室」を開きました。子どもたちが普段歩いて

いる通学路や身近な地域を見つめ直し、「ここは少し危ないな」「もっとこうなったら便

利なのに」と感じる場所について、みんなで知恵を出し合う大切な機会です。  

今回は事前にグループで話し合い、気付いた地域の課題をまとめました。当日の発表で

は、行政委員の皆さんが子どもたちの言葉にじっくりと耳を傾けてくださいました。黒板

の地図で場所を確かめながら、子どもたちの説明を丁寧にすくい取ってくださる姿が印象

的でした。出された生の声は行政委員の皆さんを通じて市や県へと届けられ、実際の整備

に向けて検討していただけることになっています。また、来年２月には再び行政委員の皆

さんが学校へお越しくださり、その後の経過

を直接報告してくださる予定です。  

自分たちの声が地域に届き、社会が動いて

いく。このような経験は子どもたちにとって

貴重な学びとなります。学校と行政を温かく

つないでくださった行政委員の皆様に感謝い

たしますとともに、今後もこうした活動を通

して、自分たちの暮らすまちを大切に思う気

持ちを育んでいければと思います。  

 

小さな赤い実、みつけたよ！  ～２年生のミニトマト～  

２年生の教室の前から、毎朝「あ、赤こうなっちゅう！」「こっちにもできちゅう！」

と元気な歓声が聞こえてきます。子どもたちが大切に育てているミニトマトの鉢にはたく

さんの実がなり、おひさまの光を浴びて赤く色づいたトマトが少しずつ増えてきていま

す。  

春に小さな苗を植えてから、子どもたちは毎日欠かさ

ず水やりを頑張ってきました。コツコツとお世話を続ける

姿はとても微笑ましいものです。お家でトマトの話が出た

際には、ぜひこれまでの頑張りを褒めていただき、子ども

たちと一緒に収穫の喜びを味わってもらえたらと思いま

す。  

校長便り 
学校教育目標：自ら学び、仲間と共に伸びる人間性豊かな児童の育成  

ひがしの合言葉 

「ひ」：人や生き物、持ち物を大切にし  

「が」：がんばり（一歩一歩目標に向かって） 

「し」：しあわせになる  
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